
図１ ９＋２の構造を示す運動繊毛の微小管の配列（A）と９＋０の構
造をもつ一次繊毛の微小管の配列（B）．中心小体と基底小体の微小管
（C）．一次繊毛の模式図．bとcの位置で横断すると微小管の配列はそれ
ぞれ，（B），（C）のようになる．
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細胞の繊毛（線毛）と聞けば，まず細胞の表面にある

運動能をもつ細毛を思い浮かべるのではないだろうか．

気道の上皮や卵管の上皮の繊毛などはその運動によって

細胞表面の物を一定の方向に送る．人によっては泳ぎ回

るゾウリムシの繊毛が頭に浮かんだかもしれないが，こ

ちらは繊毛運動によって自らが動く．繊毛は単細胞の生

物から脊椎動物まで広く存在し，その内部構造はよく似

ていて，細胞膜に囲まれた繊毛の内部には９組の微小管

が放射状に配列しており，運動性の繊毛（motile cilia）

では中心部にさらに２本の微小管があるのが一般的であ

る（図１A）．運動繊毛は体内の特別な細胞にしか存在

しないが，脊椎動物ではこれとは別に一次繊毛（pri-

mary cilia）といわれる繊毛がほとんどあらゆる細胞に

あって，発生や生体の恒常性の維持に関わっているらし

いことが明らかになってきた．（１）

一次繊毛は先に述べた運動繊毛と異なり，中心部の２

本の微小管を欠き，９組の２連微小管をもつ（図１

B），一般的には運動しない繊毛である．運動繊毛も一

次繊毛も基部には基底小体と呼ばれる構造があり（図１

D），この部分の微小管は３連で，中心小体の微小管と

同じ構造になっている（図１C）．一次繊毛の基底小体

の直下には細胞分裂時に染色体分離の基点となる中心小

体が，これと直行する配列で並んでいるが，実は２個の

中心小体のうちの１個が一次繊毛の基底小体となること

がわかっている．細胞分裂時には基底小体は再び中心小

体になるので，分裂中は一次繊毛は消失する．運動しな

いこの繊毛は，では何をしているのかというと，外界の

環境をキャッチするアンテナとして働いているらしく，

化学物質や光や機械的刺激によるシグナル伝達において

重要な役割を果たしていることが示されてきた．一次繊

毛は特別な一部の細胞だけでなく，非常に多くの細胞に

あるため，その働きが損なわれた場合の影響も大きい．

一次繊毛が機能するために必要な蛋白は多数知られてい

るが，それらのどれかひとつの変異により引き起こされ

る症状は広範にわたり，異なる遺伝子の異常が似た症状

を引き起こすことになる．典型的な例として知られる

Bardet Biedl症候群（BBS）では嚢胞腎（cystic kidney）

や網膜色素変性，多指症，内臓逆位，精神薄弱などの複

雑な一連の表現型を引き起こす少なくとも１４の遺伝子が

知られている．

かなり前から電子顕微鏡による観察などで存在を知ら

れていながら，何をしているのかわからなかった一次繊

毛であるが，このところ脚光をあびており，歯の発生に

も関わっているらしい．（３）
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